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蜷川（以降Ｎ）　幸四郎さんと出会わなかっ

たら、今日の僕はいない。そのぐらい影響

が大きい俳優さんです。初めてご一緒した

舞台は、『ロミオとジュリエット』で、日生

劇場でした。稽古で、俳優たちがまじめに

やらないので頭にきて、物をぶつけたりし

ていましたが、幸四郎さんが初めて登場す

るシーンで草を持って通路を歩いていくの

ですが、終わったら稽古場がわーっと拍手

しました。何てすごいのだろうと思って、

幸四郎さんのとりこになりました。

松本（以降Ｍ）　蜷川さんは、それまでの学

問的といいますか、シェイクスピア学とか

教養とかいうジャンルにあった日本のシェ

イクスピア劇を、初めてお芝居、おもしろ

いらしたアメリカ人のご婦人が、ぱちんと

ハンドバッグを開けて、真っ白なハンカチ

で目頭をぬぐっていました。そしてハンカ

チを胸に抱いて、涙をこぼしながらじっと

私の英語のせりふを聴いている。ご婦人の

胸に抱かれた白いハンカチが、白い光の玉

に見えてきました。「ああ、何だ、自分は

日本人として英語でブロードウェイで主演

をするとか、27歳の役者が初めてやるとか、

そういうことではない。僕はこの気持ちを

味わうために……」と、すっとその白い光の

玉に吸い込まれていった一瞬がありました。

　日本のお客様ですと、沖縄の女子大生の

方からはがきをもらったことがありました。

その方のお父さんが東京で仕事をしていた

とき、私の父（白鴎）の弁慶が好きで、『勧

進帳』を歌舞伎座の3階から毎日観ていらっ

しゃったそうです。その後、沖縄に戻られ

たが体を悪くして、東京へ行けなくなった

ので、ぜひ沖縄で『勧進帳』を観せてほしい

ということでした。そのときに、観たいと

いう方のそばに行って歌舞伎をごらんにい

れるのも歌舞伎役者の務めだと思い、全国

巡演を考えるようになりました。巡演はい

ろいろな体験ができるので好きです。お年

を召したご老人が楽屋に来られて、「私は三

代見たよ」と。祖父、父、私の弁慶を観た

という方にお会いしたり、劇場への道を歩

いていますと、上のほうから「幸四郎！」と

声がかかります。見上げると、電信柱に上っ

ている電気工夫の方が、黄色いヘルメット

にナッパ服を着て、工事をしながら「松たか

子、いいね。おやじも頑張れよ」なんていう

声をかけてくれます。

N　僕も同じようなことを言われるよ。（笑）

M　蜷川さんが、ある女優さんに演出をつ

けているときに、「相手役のどこを見ている、

目を見ろ。しかも目の中の黒いごまみたい

なものを見つめろ」と言っていました。役者

にとって一番大事なことは観察力で、人間

を観察する興味がなくなったら、役者はや

い演劇になさった方だと思います。その力

量を今や日本ばかりではなく、世界にまで

広げられたということは本当にすばらしい

ことです。

N　でも幸四郎さんほど海外で活躍されて

きた歌舞伎俳優はいませんよね。

M　自分でやろうと思ったことはほとんど

ありません。『王様と私』というミュージカ

ルも、イギリスのプロデューサーから突然

お話をいただきました。もちろん英語で、

向こうのカンパニーと一緒にです。イギリ

ス各地を回り、半年間で207ステージやり

ました。

Ｎ　大変なことですね、半年イギリスを

回っているというのは。ブロードウェイで

は『ラ・マンチャの男』ですか。外国のお客

様を前にして、印象深いことってありまし

たか。

M　『ラ・マンチャの男』は、最後にドン・

キホーテになって死んでいくラストのシーン

で、《 見 果てぬ夢 Dream the impossible 

dream》という歌があり、一番前に座って

めたほうがいいと僕は思っているくらいで

す。そのときの蜷川さんの演出は、本当に

その人の役者の感性を引き出してくれる名

演出でした。

N　戯曲というお父さんと、俳優というお

母さんがいて、2人は演劇という子供を生

むために結婚している。演出家というのは、

「頑張れ頑張れ」と言って妊婦を励ました

り、赤ちゃんが生まれたら、「ああ、よかっ

たね」と言うお産婆さんだと思っています。

スタッフや俳優の皆さん、制作も含めて全

員が掛け算になるような空気をつくれたら

いいなということが、大きな仕事です。そ

ういう意味でいえば、妊婦さんをじっと静

かになでながら、いい子が生まれると一番

いいのですが、なかなかそうもいかず、時

におしりもたたき、つねることもあります。

M　今日はせっかくこういう席を設けてい

ただいたので、蜷川さんの演出を受けて俳

優として感じたこと、それから奈良の大仏

様のお言葉（笑）、その二つをお話ししよう

と思います。

白いハンカチが、

白い光の玉に見えてきた……

夢とは、夢をかなえようとするその人の心意気
その心意気さえあれば、夢はかなう

公開対談シリーズ第21 回

舞台に登場しただけで華やいだ雰囲気と圧倒的な存在感がある
松本幸四郎さん。蜷川さんとの初めての出会いは、
何と蜷川さんの「俳優時代」、そして幸四郎さんがまだ「染五郎」を
名乗っていた10代のころの NHK テレビの時代劇での共演。
以来、蜷川演出で幾多の名舞台を飾った幸四郎さん。
7月15日の熊谷会館での松竹大歌舞伎をひかえて、久しぶりの対面に話も弾んだ。
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松
本
幸
四
郎
　
蜷
川
幸
雄

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場 

芸
術
監
督
・
演
出
家

俳
優

熊谷会館スペシャル



D
ance

6 7

S
P

E
C

IA
L

俳優。昭和17年8月、八代目松本幸四郎の長男と
して生まれる。21年初舞台。56年10月歌舞伎座
にて九代目松本幸四郎を襲名。当り役に『勧進帳』
の弁慶、『忠臣蔵』の由良之助、『寺子屋』の松王丸等。
45年『ラ・マンチャの男』、平成2年『王様と私』で
日本人として初めてブロードウェイとウエストエン
ドで主演を果たす。蜷川作品では49年『ロミオと
ジュリエット』、50年『リア王』、51年『オイディプ
ス王』そして平成6年には『オセロー』を演じ高い
評価を得た。日本芸術院会員。

松本幸四郎 Koshiro Matsumoto
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『ヘンリー六世』『ムサシ』の感動いまだ、
という 2010 年もいよいよ後半。
蜷川ワールドはますます熱く、いずれも趣向の違う
4 作がほぼ毎月連続して、その幕開けを待つ。

　まず蜷川さんの演出を受けているうちに

得たことは、芝居というと、やはりせりふ

です、声です。感動を与えるせりふはどう

したら言えるようになるかということを考

え、自分なりにつかんだのは、せりふを言

う上で一番大事なことは、のどでもなく、

いわんや呼吸法でも発声法でもなく、耳だ

ということです。すべての音は耳から入り

ます。幾らベルカントだ、やれ発声法だ、

腹式呼吸だとやっても、耳を鍛えないうち

はいい歌も、いいせりふも言えない。

　もう一つあります。すばらしい最高の踊

り、最高の歌。最高の踊りとは、きれいな

だけ、うまいだけの踊りでもなく、観てい

る人が思わず踊りたくなるような踊り。歌

は、美声の歌でも、大きな声の歌でも、テ

クニックを駆使した歌でもなく、聴いてい

る方が思わず歌いたくなるような歌。僕は

蜷川演出を通してそういうことを感じたの

で、自分なりにそれ以降の演技に生かそう

と思いました。

　そして、奈良の大仏様の声です。1,000

回目の『勧進帳』を東大寺でさせていただい

たとき、春日山から鹿の声が聞こえてき

ました。夕闇が迫ってきて、富樫の攻

めから逃れた弁慶に、主君の判
ほ う が ん

官が大変

だったであろうとねぎらいの手を差し伸

べ、弁慶が落涙をするシーンで、ゴーン

と二月堂の鐘が鳴りました。この奈良の

演出家は蜷川幸雄かと思ったくらい、い

いタイミングで。

N　偶然なの？

M　偶然。そして鹿の声が聞こえて、僕

らは大仏殿を背にしていたので見えな

かったのですが、お客さんは全員、大仏

殿の甍
いらか

のかなたから、満月が上ったのが

見えたそうです。そのとき、大仏様から

お言葉をいただきました。「人を傷つけた

り、人を中傷したり、悪口を言ったりす

ることはだれにでもできる。しかし、人

に感動を与えることはなかなかできない。

そのなかなかできないことをおまえは商

売にしている。これからも心して励め」、

と。

　最後に、『ラ・マンチャの男』という

ミュージカルから得た自分の言葉をお送

りして蜷川さんにお礼を申し上げたいと思

います。

　夢とは、ただ夢見るだけのものでもなく、

ただ語るだけのものでもなく、夢とは、夢

をかなえようとするその人の心意気だ。そ

の心意気さえあれば、夢はかないます。

N　ありがとうございます。（拍手）

蜷川演出の妙と、
奈良・東大寺での大仏様の声

1968年に現代人劇場という劇団をつくって、み
んなで文学座の初演を観に行った。それがすごくよ

くて、新劇も馬鹿にできないなと言いながら、おれたちももっと
すごいのつくろうなと語ったことを思い出す。ネクストの若手も
それに匹敵するぐらい、リアルな演劇をつくり、きちんと演劇と
して継承できるかということを問いたい。俳優養成所の発表会じゃ
なく、れっきとした公演だからね。

  FROM NINAGAWA

 近代の変革期の若者群像を継承する

旗揚げ公演『真田風雲録』で早くも話題をさらったネクスト・シアターの第2
弾は、1968年に書かれた宮本 研の傑作戯曲に挑みます。

10月

4つの顔をもつ
8月 → 12月の
蜷川幸雄の世界

舞台に大雨を降らせ、演劇的スペクタクルも盛りこんだ第1弾だったが、大好評
の声にお応えしての続編。音楽もふんだんにご家族と、お友達とお楽しみください。

8月

9月

12月
彩の国ファミリーシアター　音楽劇

『ガラスの仮面 〜二人のヘレン〜』
さいたまネクスト・シアター

『美しきものの伝説』

早くも結成5年目、第4回は、さらに若返って37歳の気鋭、松井 周の書き下ろし。
30代の挑戦に平均年齢71歳、42人のゴールドのメンバーが応える群像劇です。

さいたまゴールド・シアター

『聖地』

久しぶりのオールメールのシェイクスピア。さいたま芸術劇場初登場の市川亀
治郎、筧 利夫を中心に、個性的な面々が顔を揃える。笑いがはじける喜劇に
乞うご期待。

彩の国シェイクスピア・シリーズ

『じゃじゃ馬馴らし』
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